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「行って、見聞きしたことをヨハネに伝えなさい。目の見えない人は見え、足の不自由な
人は歩き、重い皮膚病を患っている人は清くなり、耳の聞こえない人は聞こえ、死者は
生き返り、貧しい人は福音を告げ知らされている。23 わたしにつまずかない人は幸いで
ある。」（ルカ 7:20-23）
洗礼者ヨハネの弟子の「来るべき方は、あなたでしょうか。それとも、ほかの方を待たな
ければなりませんか。」（ルカ 7:19）との問いに対するイエスの答えと位置づけられているこ
の言葉の最後の部分は、イザヤ書 61:1「主はわたしに油を注ぎ、主なる神の霊がわたしをと
らえた。わたしを遣わして貧しい人に良い知らせを伝えさせるために。」からきていると考え
られる。イエスがここで神の国の到来の指標となる救いの出来事の列挙の最後に貧しい人へ
の福音をあげていることは、イエスの宣教概念の中で、貧しい者への福音が最も重要な部分
をなしていることを示唆する 1。
本論では、貧しく恵まれない人々へのイエスの福音と、その神義論的意味を考察する。そ
のために、まず、旧約聖書にもとづき思想的背景を見ておくことにする。
Ⅰ　背景―旧約聖書における貧しい者についての見方
旧約聖書には、貧しい者については、彼らをヤハウェの憐れみの対象と見る見方と、彼ら
をヤハウェの愛顧からもれた救われにくい人々と見る見方を助長する思想の二つが共に存在
する。
1）神の憐れみの対象としての弱者、貧しい者
ヤハウェが弱い者、貧しい者に心を留める神であるという思想は、申命記の以下の信仰告
白に照らして理解しうる。
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7:7 主が心引かれてあなたたちを選ばれたのは、あなたたちが他のどの民よりも数が多か
ったからではない。あなたたちは他のどの民よりも貧弱であった。8 ただ、あなたに対す
る主の愛のゆえに、あなたたちの先祖に誓われた誓いを守られたゆえに、主は力ある御
手をもってあなたたちを導き出し、エジプトの王、ファラオが支配する奴隷の家から救
い出されたのである。
9 あなたは知らねばならない。あなたの神、主が神であり、信頼すべき神であることを。
この方は、御自分を愛し、その戒めを守る者には千代にわたって契約を守り、慈しみを
注がれるが、10 御自分を否む者にはめいめいに報いて滅ぼされる。主は、御自分を否む
者には、ためらうことなくめいめいに報いられる。
イスラエルの民がもっとも貧しく弱かった、エジプトの地での寄留者であった時、彼らが
エジプトで苦役を課されていた時に、ヤハウェは彼らを救った。神はかつてイスラエルの父
祖アブラハムに、その子孫を祝福し繁栄させると約束した（創世記 15:1-5、17:1-7）。ここで言
われている誓いとは、そのことに言及するものである。その慈しみは、アブラハムに誓った
恵みの約束に対して信実である神の義によるものである。
貧しい人々を、寄留者などと共に社会的配慮が必要な弱者として憐れみ、彼らに対する援
助を促す思想は、モーセ五書の戒めにも、預言者の勧告にも明らかである。たとえば、レビ
記や出エジプト記には、穀物やぶどうの収穫の際に落穂や落ちた実を貧しい人々のために残
しておくように定められており（レビ 19:9-10, 23:22）、貧しい人々から利子を取って金を貸し
てはならないとの戒め（出エジプト 22:24）、利子を取ってならないことはもとより、彼らを
助けて彼らと共に生きるようにとの奨励（レビ記 35:35-36）がある。特に、このような貧しい
同胞への援助の促しの奨励は、申命記にも繰り返されている（申命記 15:7-11）。
そのように命じる神の義への民の側からの信頼は次のような言葉に表されている。
9:13 主は流された血に心を留めて、それに報いてくださる。貧しい人の叫びをお忘れにな
ることはない。［…］19 乏しい人は永遠に忘れられることなく、貧しい人の希望は決して
失われない。（詩編 9:13-19）
2:7 主は貧しくし、また富ませ、低くし、また高めてくださる。8 弱い者を塵の中から立ち
上がらせ、貧しい者を芥の中から高く上げ、高貴な者と共に座に着かせ、栄光の座を嗣
業としてお与えになる。大地のもろもろの柱は主のもの。主は世界をそれらの上に据え
られた。（サムエル記上 2:7-8）
しかし、現実の社会においては、富者が貧者を搾取し、貧富の差は激しくなっていた。ブ
ルース･マリーナとリチャード・ロアボーによれば、古代イスラエル社会では、現代社会と異
なり、工場生産や技術革新によって無限に社会の富や物財が増加しうるとは考えられておら
ず、むしろ社会全体の財貨およびあらゆる供給物が有限で、全体量が決まっている中で分配
されていると考えられていたために、富者が富むことは他の者の分け前を減らすことと考え
られていた。「「正直な金持ち」という概念は、1 世紀では形容矛盾であった。「金持ち」とい
うラベルを貼られることは、［…］誰か自分より弱い者が正当な権利に基づいて所有している
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物を取り上げる力または能力を持っていることを意味した。金持ちであることは、貪欲であ
ることと同義であった。同様に「貧しい」ことは、自分の物を守ることが出来ないことであ
った。無防備で自らを助ける術を持たないことであった。」2 そこでは、富むということはすな
わち、隣人の富や権利を搾取した結果と考えられていたのである。
箴言の以下のような言葉に見られるような二項対立の背後にあるのは、そうした社会構造
である。
15:15 貧しい人の一生は災いが多いが、心が朗らかなら、常に宴会にひとしい。
16 財宝を多く持って恐怖のうちにあるよりは乏しくても主を畏れる方がよい。（箴言
15:15-16）
友を侮ることは罪。貧しい人を憐れむことは幸い。（箴言 14:21）
欲望は人に恥をもたらす。貧しい人は欺く者より幸い。（箴言 19:22）
預言者たちは、弱者が踏みにじられている現実にヤハウェの怒りを預言し、立ち帰りを求
める警告をしている。
主はこう言われる。イスラエルの三つの罪、四つの罪のゆえに、わたしは決して赦さな
い。彼らが正しい者を金で、貧しい者を靴一足の値で売ったからだ。（アモス 2:6）
7:9「万軍の主はこう言われる。正義と真理に基づいて裁き、互いにいたわり合い、憐れ
み深くあり、10 やもめ、みなしご、寄留者、貧しい者らを虐げず、互いに災いを心にた
くらんではならない。」11 ところが、彼らは耳を傾けることを拒み、かたくなに背を向け、
耳を鈍くして聞こうとせず、12 心を石のように硬くして、万軍の主がその霊によって、
先の預言者たちを通して与えられた律法と言葉を聞こうとしなかった。こうして万軍の
主の怒りは激しく燃えた。（ゼカリヤ 7:9-12）
お前の妹ソドムの罪はこれである。彼女とその娘たちは高慢で、食物に飽き安閑と暮ら
していながら、貧しい者、乏しい者を助けようとしなかった。（エゼキエル 16:49）
イザヤは、黙示的希望を、貧しい人々のための正義が達成される未来に見て、次のような
預言をしている。これは、パウロがイエスの誕生の預言と理解した言葉としてよく知られて
いる（ローマ 15:12）。
11:1 エッサイの株からひとつの芽が萌えいで、その根からひとつの若枝が育ち、2 その上
に主の霊がとどまる。知恵と識別の霊、思慮と勇気の霊、主を知り、畏れ敬う霊。3 彼は
主を畏れ敬う霊に満たされる。目に見えるところによって裁きを行わず、耳にするとこ
ろによって弁護することはない。4 弱い人のために正当な裁きを行い、この地の貧しい人
を公平に弁護する。その口の鞭をもって地を打ち、唇の勢いをもって逆らう者を死に至
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らせる。（イザヤ 11:1-4）
また特に、
主はわたしに油を注ぎ、主なる神の霊がわたしをとらえた。わたしを遣わして、貧しい
人に良い知らせを伝えさせるために。打ち砕かれた心を包み、捕らわれ人には自由を、
つながれている人には解放を告知させるために。（イザヤ 61:1）
はルカによる福音書において、イエスの言葉に引用され、イエスがメシアであることを暗示
するように用いられている（ルカ 7:20-23）。
エレミヤも、貧しい者たちが救われる未来の実現を信じ、次のように預言している。
主に向かって歌い、主を賛美せよ。主は貧しい人の魂を、悪事を謀る者の手から助け出
される。（エレミヤ 20:13）
2）罪の報いとしての貧しさという概念
しかし、その一方で、申命記史家の応報的歴史観は貧しい者たちを神の救いから遠いと考
える見方を生んだ。申命記には、イスラエルの人々に対する神の預言が、律法の戒めを守る
ならば「あなたは町にいても祝福され、野にいても祝福され、［…］生まれる子も土地の実り
も、家畜の産むもの、すなわち牛の子や羊の子も祝福され、籠もこね鉢も祝福される。［…］
主は、あなたのために、あなたの穀倉に対しても、あなたの手の働きすべてに対しても祝福
を定められ、あなたの神、主が与えられる土地であなたを祝福される」（申命記 28:3-8）、そ
して、逆に、戒めに従わなければ、「あなたは町にいても呪われ、野にいても呪われる。籠
もこね鉢も呪われ、あなたの身から生まれる子も土地の実りも、牛の子も羊の子も呪われる」
（28:16-18）とあり、ここからの帰結として、経済的に恵まれない者も、病気その他の禍に打
たれた者と同様、神の罰を受けていると見られることとなった。これは、先に見たような、
弱者に同情して同胞として共生する生き方とは相容れない見方ではあるが、申命記史家の歴
史観からの神の「正義」の概念とは矛盾しない。
福音書には、イエスが「財産のある者が神の国に入るのは、なんと難しいことか」と言
った時に、それを聞いた弟子たちが驚いたこと、イエスが言葉を続けて「金持ちが神の国に
入るよりも、らくだが針の穴を通る方がまだ易しい」と言った時、弟子たちがますます驚い
て、「それでは、誰が救われるのだろうか」と言い合ったということが記されている（マルコ
10:23-26）。これは、富者が神に祝福されており、貧しい者は呪われているとの見方から来る
発想が、当時の人々に一般的だったことを伺わせる。
また、貧しい人々は、律法を十分に知るための学びをする時間が無いために敬虔なユダヤ
人にはなれないという見方もあった。ラビ・ヒレルは、「無教養の者は罪を恐れず、アム・ハ
アレツ［地の民］は敬虔なものでありえず、はにかみ屋は学ばず、短気者は人を教えること
ができない。商いに精を出しすぎる者は知恵を増すことはない」（「ピルケ・アボス」2:5）3 と
言ったと伝えられている。
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Ⅱ　貧しい者たちへのイエスの福音
このように旧約聖書には、富を神の愛顧の徴と見、貧しさを救いからの遠さと見る見方と、
弱者、貧者を神の配慮の対象と見る見方とがある。これらの見方の間で、イエスは、貧者を
顧み彼らに対する援助を勧める律法と預言者の側に立っている。ルカによる福音書（14:15-24）
では、結局神の国に招かれるのは、まず、通りや小道にいた貧しい人々である。
マタイによる福音書 20:1-16 のぶどう園の譬えにも、貧しい人々への神の配慮が示されてい
る。夕方まで雇用主が見つからずその日の暮らしにも不安を抱く日雇い労働者に他の人々と
同様に必要な糧を与えようとする主人に譬えて、イエスは、彼らへの神の恵みを表している。
彼は、金持ちに対しては持ち物を売って貧しい者たちに施すように促し（マルコ 10:21、並
行 マタイ 19:21; ルカ 18:22）、神殿でわずかしか献金できなかったやもめを「乏しい中から生
活費をすべて献金した」（マルコ :41-44; 並行 ルカ 21:1-4）と賞賛している。
本論では以下、ルカ 6:20 のマカリズム（祝福の宣言）の最初にあげられている「貧しい者
は幸いである」との宣言、貧しい人々への神の配慮についてのイエスの言葉（ルカ 12:22-31、
並行 マタイ 6:25-33）、イエスの譬えに示された富者と貧しい人々への使信を通して、貧困と
いう苦難と悪の問題に対してイエスが提示する神義論的回答を探る。
1　「幸いなるかな貧しい人々は。神の国はあなたがたのものだから。」（ルカ 6:20）
「幸いなるかな」（Maka,rioi）で始まるマカリズム（幸いの宣言）は、貧しい者（ptwco,j、
複数 ptwcoi,））たちへの祝福で始まる。Maka,rioj は、「幸運」というよりも、神に祝福され
ている人々の状況を表し、単なる叙述ではなく、奨励と、しばしば慰めの要素も含む意味を
持つと解釈される 4。
「貧しい人々」が、物理的に貧しい人々を指すのか、あるいは、マタイが「幸いなるかな霊
において貧しい人々は」（マタイ 5:3）と、説明を付加したように霊的、宗教的意味での貧し
さを指すのかは、大きく二とおり解釈があり、もともとはルカでのように物理的に貧しく搾
取されていた人々へのマカリズムであったのが、マタイが彼の読者にふさわしく精神化した
との解釈 5 と、古代イスラエルにおいては、物理的に貧しい者はその無力さのゆえに神のみに
より頼むしかなく、それゆえ、物理的に貧しいことと精神的に謙遜･敬虔なこと（＝貧しい者）
は同一のこととみなされていたとの解釈である 6。
Ptwco,j とは、多少の貧しさではなく、極貧の人々のことを指す。ギリシア語で、貧しい
人を指す語には ptwco,j の他に pe,nhj があり、pe,nhj は日雇い労働者など、その日暮しの人
のことであり、ptwco,j はそれよりも貧しく、物乞いをしなければ暮らせないような人々で
ある 7。そのような人々が「幸い」であるとは逆説的であるが、無力であり、また、神に頼む
ことで、神は彼らを顧みて彼らを守るであろう、との解釈がここになされている。「イエスが
貧しい者を幸いと呼んだのは、彼らが金持ちになるだろうからではなく、彼らが神の力に参
与するだろうからである」8。そしてまた、貧しい者たちが、将来幸いになるであろうという
のではなく、現在形で、すなわち＜今＞、幸いと言われているのは、「彼らの状況がすでに変
化したからではなく、神が彼らを見捨てていないということを彼らが確信できるからであり、
また、神の御国における彼らの場が確かなものとされているからである」9。イエスの使信に
おいてその「御国」とは、来世のものとは限らない。むしろ、イエスが教えたいわゆる「主
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の祈り」を見れば、御国の成就とは、人々が皆今日のパンを与えられる時、神の意思がこの
世で成就する時と考えられる。そこでは、「御国が成りますように」との祈りに続いて、神の
意思が「天になるごとく、地にもなりますように」、との祈りと、「日ごとの糧を今日も与え
たまえ」との祈りがあるからである。（マタイ 6:10-11）
2　神の配慮（ルカ 12:22-31/ マタイ 6:25-33）
12:22 それから、イエスは弟子たちに言われた。「だから、言っておく。命のことで何を食
べようか、体のことで何を着ようかと思い悩むな。23 命は食べ物よりも大切であり、体
は衣服よりも大切だ。24 カラスのことを考えてみなさい。種も蒔かず、刈り入れもせず、
納屋も倉も持たない。だが、神は彼らを養ってくださる。あなたがたは、鳥よりもどれ
ほど価値があることか。25 あなたがたのうちのだれが、思い悩んだからといって、寿命
をわずかでも延ばすことができようか。26 こんなごく小さな事さえできないのに、なぜ、
ほかの事まで思い悩むのか。27 野原の花がどのように育つかを考えてみなさい。働きも
せず紡ぎもしない。しかし、言っておく。栄華を極めたソロモンでさえ、この花の一つ
ほどにも着飾ってはいなかった。
28 今日は野にあって、明日は炉に投げ込まれる草でさえ、神はこのように装ってくださ
る。まして、あなたがたにはなおさらのことである。信仰の薄い者たちよ。29 あなたが
たも、何を食べようか、何を飲もうかと考えてはならない。また、思い悩むな。30 それ
はみな、世の異邦人が切に求めているものだ。あなたがたの父は、これらのものがあな
たがたに必要なことをご存じである。31 ただ、神の国を求めなさい。そうすれば、これ
らのものは加えて与えられる。
この言葉は、上記のルカ版では弟子たちに話されたことになっており、マタイの並行個所
も、山上の説教の続きで弟子たちに向かって語られた一連の教えの中に位置づけられている。
しかし、内容から見てこれは、「命のことで」食べ物の心配をせずにいられない人々、「体の
ことで」着るものの心配をしなければならない人々、つまり、嗜好や折々の状況にふさわし
く食べ物の手配をすることや趣味や礼儀にかなった衣服をそろえる気遣いをするような余裕
がなく、生きるにやっと足るだけの衣食をいかに確保するかをいつも心配しながら暮らさざ
るをえない貧しい人々に向けられている。この祝福の言葉でのカラスや花の比喩は、無為に
暮らすことののどかさを言っているのではなく、働きたくとも働き口がなく、種を蒔くこと
も刈り取ることも、自分の納屋に収穫物を収めることもできない人々に対して、神の配慮を
示すために導入されているのである。
3　イエスの譬えにおける裕福な者、貧しい者への使信
1）「愚かな金持ち」の譬え（ルカ 12:13-20）
12:13 群衆の一人が言った。「先生、わたしの兄弟に言ってください。私にも遺産を分けて
くれるようにと。」14 イエスはその人に言った。「人よ。だれがわたしを、あなたがたの
裁判官や調停人に任命したのか。」15 そして、一同に言った。「どんな貪欲にも注意を払
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い、用心しなさい。有り余るほど物を持っていても、人の命はそのひとの財産から出て
くるものではないからだ 10。」
16 それから、イエスは譬えを話し、こう言った。「ある金持ちの畑が豊作だった。17 金持
ちは、『どうしよう。作物をしまっておく場所がない』と思い巡らしたが、18 やがて言っ
た。『こうしよう。倉を壊して、もっと大きいのを建て、そこに穀物や財産をみなしまい、
19 こう自分に言ってやるのだ。「さあ、これから先何年も生きて行くだけの蓄えがある。
休め、食べ、飲み、楽しめ」と。』
20 しかし神は、『愚かな者よ、今夜、お前の命は取り上げられる。お前が用意した物は、
いったいだれのものになるのか』と言われた。21 自分のために富を積んでも、神の前に
豊かにならない者はこのとおりだ。」
ここには、富んでいる者に対して、貧しい者への配慮をないがしろにして自分だけのため
に富を蓄え享受しようとすることへの批判があるが、これは、当時の神殿やサドカイ派の人々
への批判であったという示唆もある。当時、神殿や、神殿と親密な関係をもつサドカイ派の
祭司たちは、ローマ権力におもねることで権力を保ち、民衆から重い神殿税をとることで富
を蓄積していた。エヴァンスは、ファリサイ派のラビは民衆の支持を得ていたが神殿と結び
ついたサドカイ派は支持されていなかったことを示唆している。民衆は反乱を起こしたとき、
神殿の倉を強奪しているが、これは神殿が支持を失い、また、搾取していた印であると、エ
ヴァンズは指摘している 11。彼はまた、旧約聖書のアラム語訳であるタルグムには祭司たち
への反感が表れており（イザヤ書 5:1-7, 1-137, 22:20）、エレミヤ書 7:9 では宗教的指導者たちは
はっきりと「盗人」“thieves.” と呼ばれ、同書 14:18 では律法学者と祭司たちの商業主義が批
判されていることにも注意を喚起している 12。クムラン教団のハバクク書注解でも、大祭司
がしばしば「邪悪な祭司」（Wicked Priest）（1QpHab1:13; 8:9; 9:9; 11:4）と呼ばれ、貧しい者
たちから奪い（1QpHab8:12; 9:5; 10; 1; 12:10）、富を蓄え（1WpHab8:8-12; 9:4-5）、聖域を汚し
ている（1QpHab12:8-9）と非難されている 13。実際、イエスが神殿のあり方に批判的であっ
たことは、彼のいわゆる神殿清めの行為（マルコ 11:15-17; 並行 マタイ 21:12-13; ルカ 19:45-46; 
ヨハネ 2:14-16）にもうかがえる。イエスは、神殿の境内での物売りや両替を追い出し、彼ら
が神殿を「盗人の巣窟」（マルコ 11:17）にしたと言っている。これは、貧しい人々から搾取
している宗教的指導者への批判の行為であった。
上述の譬えでは、金持ちの男は、「愚か者」（a;frwn）と呼ばれているが、ここで用いられ
ている a;frwn は、LXX の詩編 14:1「愚か者は心の中で言う、『神などいない』と」で用いら
れている語と同一であり、イエスの譬えを聞いた者はこれとの明らかなつながりを感じたで
あろうと指摘されている 14。詩編 14:1 の a;frwn は lb'n" のギリシア語訳であり、lb'n" は倫理的、
宗教的に無感覚な人間、神を否定し、冒涜する人間を表す（BDB）。新共同訳は、「神を知ら
ぬ者」となっている。神が存在しないかのように、悪を行い、他人を食い物にする者たちが
詩編 14 ではこう呼ばれている。イエスの譬えでも、a;frwn は、この意味を内包するであろ
う。
この「愚かな金持ち」の譬えはまた、ベン･シラの知恵 11 章 18-19 節との類似も指摘される 15。
シラ書には、
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11:18 生活を切り詰め、強欲に富を蓄える人もいる。
だが、どんな報いがあると言うのか。
19「これで安心だ。
自分の財産で食っていけるぞ」と言っても、
それがいつまで続くのか知る由もなく、
財産を他人に残して、死んでいく。
とあり、地上の富に心を砕くよりも、律法をしっかり守り、自分の務めを果たしながら年齢
を重ねてゆくことのほうが勧められている。「主の祝福こそ、信仰深い人の受ける報い」（シ
ラ 11:22）だからである。シラ書でも、イエスの譬えでも、暗黙の前提として、多大な富を蓄
えることと神の律法を守り信仰深く生きることとは両立しないと考えられている。これは、
当時の社会の経済の仕組みから、自分が富を蓄えることは他人の取り分を減らすことと考え
られていたことからの帰結である。自分のためだけに富を蓄えることは、他人の富を搾取す
ることであり、また、貧しい人への施しを求める律法に反することだった。イエスのこの譬
えは、ルカ 9 章にある、「人は、たとえ全世界を手に入れても、自分の身を滅ぼしたり、失っ
たりしては、何の得があろうか」（ルカ 9:25、これはマルコ 8:36 の並行記事で、マタイ 16:26
にもある）に呼応し 16、その例示となっている。
イエスは、この譬えにおいて、堕落した祭司たちを含め、自分のみ富んで貧しい者たちへ
の配慮を怠る人々へ、旧約預言者たちに通じる批判をもって立ち帰りを促していると考えら
れる。
2）金持ちとラザロの譬え（ルカ 16:19-31）
16:19「ある金持ちがいた。紫の衣や柔らかい麻布を着て、毎日ぜいたくに遊び暮らしてい
た。20 ラザロという名の貧乏人がこの金持ちの門前に、できものに覆われて置かれてい
た。21 そして、その金持ちの食卓から落ちるもので腹を満たしたいと思っていたが、犬
までやって来ては、そのできものをなめた。22 しかしこうなった。この貧しい人は死ん
で、天使たちによって宴席にいるアブラハムのふところに連れて行かれた。金持ちも死
んで葬られた。23 そして、金持ちはシェオール（黄泉）で目を上げると、宴席でアブラ
ハムとそのすぐそばにいるラザロとが、はるかかなたに見えた。24 そこで、大声で言っ
た。『父アブラハムよ、わたしを憐れんでください。ラザロをよこして、指先を水に浸し、
わたしの舌を冷やさせてください。わたしはこの炎の中でもだえ苦しんでいます。』25 し
かし、アブラハムは言った。『子よ、思い出してみるがよい。お前は生きている間に良い
ものをもらっていたが、ラザロは反対に悪いものをもらっていた。今は、ここで彼は慰
められ、お前はもだえ苦しむのだ。26 そればかりか、わたしたちとお前たちの間には大
きな淵があって、ここからお前たちの方へ渡ろうとしてもできないし、そこからわたし
たちの方に越えて来ることもできない。』 27 金持ちは言った。『父よ、ではお願いです。わ
たしの父親の家にラザロを遣わしてください。28 わたしには兄弟が五人います。あの者
たちまで、こんな苦しい場所に来ることのないように、よく言い聞かせてください。』
29 しかし、アブラハムは言った。『お前の兄弟たちにはモーセと預言者がいる。彼らに耳
貧しい者への福音 : 貧困者の苦しみへのイエスの答え（本多）
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を傾けるがよい。』30 金持ちは言った。『いいえ、父アブラハムよ、もし、死んだ者の中
からだれかが兄弟のところに行ってやれば、悔い改めるでしょう。』
31 アブラハムは言った。『もし、モーセと預言者に耳を傾けないのなら、たとえ死者の中
から生き返る者があっても、その言うことを聞き入れはしないだろう。』」
この譬えには、類似の話がエジプトの民話（シ・オシリスとセトメ・カエムウスの
話）、エルサレム・タルムードに収録されているユダヤ教テキスト（「サンヘドリン」23c、
「ハギガ−」77d）、後代のユダヤの伝説、およびルーキアーノス「冥界行または僭主」
（KATAPLOGSHTGPANNOS）に見出されることが指摘されている 17。そのいずれにも共通
するのは、死後の世界での貧富の運命の転覆のモチーフ、その運命の逆転が第三者に知らさ
れることなどである 18。しかし、タルムードはイエスの後代に属し、エジプトの民話やユダヤ
の民話はイエスの譬えとは主要な点も細部も異なるので、イエスの譬えがいずれかを定本と
しているとか、その逆であるとは考える必要はないように思われる。重要なことは、ボーカ
ムが言うように、富者と貧者の黙示的運命の逆転は、一般的な民衆、すなわち貧しい人々の
希望であり、この世で報われない人々への神の正義として期待されていたこと、その中でイ
エスはそうした貧しい人たちの側に立って、この希望を肯定する譬えを語ったということで
ある 19。
この話には、また、エリヤの黙示録のモチーフとの共通点も指摘されている。この黙示録
には、シェオール（黄泉）で罰を受けている人々をエリヤが見たこと、その人々が生前自分
が犯した罪にふさわしい部分でつるされていたこと―たとえば、瀆神や偽証をした人は舌で、
姦淫を犯した人は生殖器でつるされているなどである―が記されている 20。この応報のモチー
フは金持ちとラザロの譬えで、生前飽食を尽くして、余ったパンを床に落として捨て置くほ
どの 21 贅沢をしていても貧しい者たちに施しをしないできた金持ちが、舌と口で罰せられる
火中の乾きという拷問を味わっていることと通じる 22。それゆえ、この金持ちの死後の苦しみ
は彼の生前の振る舞いの報いと理解することも不可能ではないだろう。彼が特に高価な布地
で織った上着や特に上質の布地を身につけ、毎日豪奢な暮らしをしていたことは、ただ裕福
だっただけではなく裕福さを誇示していたことであるとの指摘もある 23。そして、そのこと自
体は律法違反とは限らないと見えるかもしれないが、この金持ちは、そのような生き方にお
いて律法の禁止命令は破っていなかったとしても、律法の当為命令を蔑ろにしていたのであ
る。これは、貧しい同胞への配慮と援助を奨励するモーセ五書や預言者の言葉を無視し続け
たことだからである。ベイリーは、ラザロが金持ちの家の前に「置かれていた」との受動態
で書かれていることに読者の注意を促し、彼の周りの者たちは、この金持ちか客人の誰かが
憐れみを感じて彼に何かを施すことを期待してこの家の前に置いたのであると指摘している。
こうした慣習は東方では一般に行われているからである 24。彼らの振る舞いから、ベイリー
は、ラザロが共同体の者たちから好かれていただろうと述べ、犬たちでさえも、彼を憐れん
で傷をなめた（犬が人間をなめるのは愛情のしるしであり、しかも、その唾液は傷を癒す効
き目があると経験上知られていた）と理解している 25。しかし、彼らの期待に反し、金持ちと
その客人たちはラザロを無視し続けた。そしてそれは、彼の兄弟についても当てはまる。『も
し、モーセと預言者に耳を傾けないのなら、たとえ死者の中から生き返る者があっても、そ
の言うことを聞き入れはしないだろう。』とアブラハムが言うのは、そのことである。アブラ
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ハムとその子孫に祝福を約束した神が与えた隣人への務めを彼らは果たしていなかった。ア
ブラハムの子孫としてのあり方を彼らは自ら捨てていたのである。それゆえ、アブラハムの
神はラザロにはその父祖アブラハムの懐における死後の幸福を与えても、この金持ちにはそ
れを与えることはできなかったのである。大貫隆は、アブラハムがこの譬えにおいては、神
の代役 26 であると指摘している。そして、特にここでアブラハムが神の代役になっている意
味は、その神がアブラハムを祝福したアブラハムの神であり、その祝福に信実であり続ける
「義」の神であるということであろう。そして、ラザロが今アブラハムの「ふところに」ei vj 
to.n ko,lpon 憩うことは、救い主がインマヌエル（「神がわれらと共にいる」という意味。cf
マタイ 1:23）と言われ、神が共にいてくれるということが救いの本質と考えられていること
と和合する。
しかし、この話を、金持ちとラザロの死後の運命が、彼らの生前の悪行と善行に正比例し
た報いであり、生前成就しなかった申命記的応報の死後の成就を示しているものと考えるの
は無理である。ラザロが特に律法を遵守していたということは、この譬えには書いていない。
確かに、ラザロが敬虔な者であったという示唆を読み込もうとする研究者もいる。たとえば
ハルトグレンやマーシャルは、ラザロの名の意味が「神は助けたもう」であることがラザロ
の敬虔さを示唆していると言っている 27。彼らはまた、ルカが通常貧しさと敬虔さをイコール
と描く傾向があるために、ここでも、暗黙のうちにラザロが敬虔であったと示唆されている
だろうと見ている 28。しかし、それはイエスがこの譬えで語った言葉として実際に書かれてい
ることではない。
この譬えと近似したエジプトやユダヤの伝承（シ・オシリスなど）では、応報思想が明ら
かであり、死後の運命は生前の行為や道徳的生き方にかかっているのだが、これらとイエス
の譬えの比較で重要なことは、筋の近似点よりもむしろ相違にあり 29、ラザロがことに何も善
行を積んだということが示唆されていない
0 0 0
にもかかわらず、死後の幸福を得る点にある。彼
は貧しく不遇のうちに死んだというその事実だけのために、死後、アブラハムの懐に連れて
行かれ天の晩餐に預かることができるのである。これは、貧しい者たちが実は神に憐れまれ、
顧みられていることを示し、いわゆる「禍の神義論」の誤りを主張し、「申命記的誤謬」―申
命記における祝福と呪いの配分の預言から誤って導き出された、この世の幸不幸を神の祝福
の指標と見、この世での幸福や繁栄はそれを享受している者が戒めを守っており、神の祝福
をうけるに値する義人であることを実証すると見る見方、―を正して、この世で与えられな
い幸せを死後に請合うものである 30。富者は神に祝福されており、貧しい者は呪われていると
多くの者達が考えていた、それと、この譬えは逆なのである 31。
この譬えで特に重要なことは、ラザロが死後、時を置かずしてアブラハムの懐に連れて行
かれたということである。この譬えでは、死者は、終末まで復活を待たずしてすぐに死後の
幸不幸を味わっている。ラザロが連れて行かれたのが天国かどうかは意見が分かれている。
ハルトグレンは、「ラザロは天使たちによって運ばれ天国に連れて行かれた」と言っている。
ここで、ハルトグレンは「天使たちに助けられた昇天」が「12 族長の遺訓」の 10 男、アセル
の遺訓 6:5、I エノク書 22:1-14（天使に連れられて死後の世界を訪問する）にもあると指摘し
ている 32。しかし、アセルの遺訓の該当個所は、単に天使の助けについての言及で、昇天と
は無関係である。また、エノク書の該当個所は、死後の世界「シェオール」であり、四つの
空洞が深く広い口をあけ、その一つは罪人が死後最後の裁判の日まで苦しめられる場である。
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一つは義人の魂のためにつくられ、そこには光り輝く光の泉があるが、全体として高いとこ
ろにある天国というよりも、この世と同じレベルにある別世界のように見えるとの指摘があ
る 33。ラザロが死後連れていかれた場所も、天にある「天国」というよりもむしろ旧約聖書の
シェオールの概念から来るのではないかとの指摘がなされている 34。しかしこの譬えで重要な
ことは、地理的な問題ではなく、ラザロが死後、生前の不幸を補償する至福の平安を得るこ
とである。
また、もう一点重要なことは、この譬えが聞き手の中にここに出てくる金持ちのような生
き方をしている者も想定しており、律法と預言者に耳を傾けることを促すように語られてい
ることである。愚かな金持ちの譬えも、この譬えも、富者に対しては立ち帰りを促すもので
あり、それは、言い換えれば、神の国への招きなのである。ベイリーが読むように、この譬
えにおいて、「問いは、なぜ、ではなく、今何をすべきかである」35。イエスは、この譬えによ
って聞き手の富者には隣人への配慮の実践を促し 36、それと同時に、この世で恵まれない貧し
い者には、終末を待たずして死後幸福が待っていることを請合う。
この譬えは、民話的譬え話の枠組みを使っており、ここで描かれている死後の世界のイメ
ージを文字通りにイエスの来世観ととることには留保が必要であろうが 37、当時のパレスチナ
ですでに死後の生という概念が見られるようになっていたことを考えれば、この譬えのイメ
ージは必ずしも非現実的とは思われなかったはずであり、この世で恵まれなかった人々に大
きな希望と救いとなったであろう。これが現在のキリスト教で考える「天国」に影響を及ぼ
していることも確かと思われる。
結論
イエスは、善人は神に祝福され富み栄え、不信心者は神に呪われ貧苦を味わうという応報
思想に基づく見方、貧者は救いから遠いとの見方を否定し、神は弱者や貧者を顧みて、恵み
幸いを与えるということを示した。
富者と貧者についての彼の譬え、「愚かな金持ちの譬え」（ルカ 12:13-20）と「金持ちとラザ
ロの譬え」（ルカ 16:19-31）は、金持ちに貧者への配慮を促す、裁きの預言を含む預言者の系
統のものであり、立ち帰りの促しとして語られている。その点で、聞き手には富者を想定し
たものと考えられる。しかし、同様に重要なことは、貧しい者が神の恵みを受けており、金
持ちにも先だってまず救われるという思想が伝えられていることであり、ここでは、必ずし
も特に律法に忠実だった者に限らず、生きていた間に良いものを味わえず、悪いものばかり
を経験してきた者（16:25）が、その埋め合わせとして死後、至福の食卓に与ることができる
ことが請合われている。この世では体験することのできなかった神の義は、死後必ず、人々
を贖うであろう、しかし、富んでいる者は貧者に救済の手を差し伸べねばならない。―これ
が、この世での不平等や不正義が正されない現実での、貧しく恵まれない人々へのイエスの
最終的な答えであった。
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